
上北手地区「一日ミニデイサービス」での
上北手保育園児による「よさこいソーラン」のひとコマ
上北手地区「一日ミニデイサービス」での
上北手保育園児による「よさこいソーラン」のひとコマ

この「社協だより」は、共同募金の助成金を一部活用し発行しております。

　新年　あけましておめでとうございます。
　最近、特にインターネット情報の有効性を実感しています。
そのため、携帯電話は毎日家族や知人との連絡など、なくて
はならない必需品になり、忘れるものなら気になって仕方があ
りません。また、平成30年5月の秋田県大雨被害では、秋田
市発表の避難情報などインターネットにより様々な情報を収
集できたことで、災害時の初動が迅速に行えました。
　一方では、西日本豪雨災害、北海道胆振東部地震など昨
年は想定以上の規模で災害が発生しました。そのため、災害
発生時には情報をどのようにして得るかを考える必要がある
と感じています。
　まず、避難の判断のため最新情報を確認しておき、早めの
避難が大切です。最新情報を得る方法としては、インターネッ

トやテレビ、ラジオがあります。
　しかし、インターネット環境が無かったり、操作ができない
高齢者の方なども居ます。また、停電やテレビなどの機器が
水浸しなどで使用できなくなる場合もあります。
　そんな時は、ご近所同士での情報共有や声の掛け合い
が大切です。そのため、回覧板を届ける際の挨拶、顔を覚え
るだけでも違いますし、日ごろからの関係づくりが大切です。
その他、高齢者や障がいのある方は、災害時に災害難民に
なってしまう可能性が高くなります。そのため、災害時に自分
が何をして欲しいかを周りへ伝えることや、避難支援プラン
を作成してもらうなど地域の絆が大切です。また、先ほどの
ご近所同士の関係づくりが、お互い気に掛けることにつなが
り、災害難民になってしまうのを防ぎます。
　自助・共助という言葉はよく聞きますが、普段から心掛け、
もしもの時に備えたいものです。
　本年は、皆さまにとって幸せな一年になりますようお祈り
申し上げますと共に、地域福祉推進のため、また新たな気持
ちで歩んで参りたいと思います。

秋田市秋田市秋田市
No.65
平成 31年1月

災害時の情報収集と地域の絆の重要性

野口 良孝
秋田市社会福祉協議会　
会長

秋田市社協ホームページでもご覧になれます 八橋人形伝承の会製作の干支「亥」

秋田市災害ボランティアセンター活動報告
秋田市共同募金委員会からのお知らせ
平成３０年度 秋田市社会福祉大会
平成３０年度 地域福祉活動合同研修会
高齢者生活支援体制整備事業

除雪に関するお問い合わせ
安心キット事業
教育支援資金貸付のご案内
まごころページ
市社協特別会員・団体会員について

企業・法人会員のご紹介
おむすびネット
認知症の人への対応の心得

P2.
P3.
P4.
P5.

P6.

P7.

P7.
P8.
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平成30年5月
大雨被害

秋田市災害ボランティア
センターの活動報告

大雨で被害を受けられました方々へお見舞い申しあげます。

（敬称略、順不同）

ボランティア募集や
ニーズの状況は随時
facebookで情報発信

　5月18日からの大雨により、秋田市では下新城、
金足、広面、大住地区を中心に、床上・床下浸水あわ
せて370棟以上の被害が発生しました。秋田市災害
ボランティアセンターでは、関係機関・団体をはじ
め、県内外から駆けつけてくれた多くのボランティア
からご協力をいただき、一日も早い復興・復旧に向
け被災世帯への支援活動を行いました。

その他、たくさんの方々から資機材の提供や無償貸与、寄付金などをいただきました。ありがとうございました。

県内応援社協
◎鹿角市社協　◎小坂町社協　◎大館市社協　◎北秋田市社協　◎能代市社協　　　◎三種町社協
◎八峰町社協　◎男鹿市社協　◎潟上市社協　◎八郎潟町社協　◎由利本荘市社協　◎にかほ市社協
◎大仙市社協　◎仙北市社協　◎美郷町社協　◎横手市社協　　◎湯沢市社協　　　◎秋田県社協

◎秋田県曹洞宗青年会ボランティア委員会　◎真如苑SeRv　◎秋田市建設業協会
◎秋田ノーザンブレッツ　◎なまはげこまち　◎秋田県赤十字血液センター
◎赤十字防災ボランティアステーション　◎国際石油開発帝石（株）　◎金寿園
◎藤岡災害ボランティアサークル　◎チーム藤田　◎西東京臨済会災害支援部
◎チーム絆　◎災害ボランティア「集結」　◎チームふじさん　◎ボランティアチーム援人
◎災害ボランティア風組関東　◎オープンジャパン

ボランティア団体・企業・専門支援団体等 18団体

ボランティア個人 82名
【災害支援活動にご協力いただいた方々】

道路脇に集められた大量の浸水ゴミ

特別養護老人ホーム金寿園（下新城）の職員による
家の周りの清掃作業

秋田ノーザンブレッツによる土砂の撤去作業

【活動期間／平成30年5月19日～6月22日】

依頼件数（延）

活動件数（延）

活動人数（延）

115件
174件
644件
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赤い羽根共同募金

秋田市共同募金委員会からのお知らせ

平成３０年度赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました！！ 会長 藤澤 浩

秋田市共同募金委員会（秋田市社会福祉協議会内）　秋田市八橋南一丁目8-2   TEL 862-7445

はねっと募金の詳細については赤い羽根データベース
「はねっと」で検索してご覧ください。→→→→　

　昨年度の秋田市の赤い羽根共同募金の実績は、43,163,023円でした。
　みなさまからいただいた募金は、社会福祉協議会が行う地域福祉活動事業や、
福祉施設の整備、団体や各地区での福祉活動に助成されています。

赤い羽根出前教室

平成２9年度赤い羽根共同募金のご報告

　募金活動について、各学校からご協力いただいているところですが、今年度
から、小・中学校の生徒向けに、赤い羽根の助け合いの仕組みを更に理解して
もらうため「赤い羽根出前教室」を実施しました。生徒のみなさんへ、共同募金
の概要や、実際に地元ではどのように使われているのかなどを説明しました。

秋田市共同募金委員会

　新年、明けましておめでとうございます。平成30年度の募金活動に多大なお力
添えをいただいた、市内各地区共同募金委員会、町内会、学校、事業所、各種団体
のみなさまにあらためて心からお礼を申し上げます。

毎年実施している１０月２、３、４日の
街頭募金や、１０月１８日に今回で５
回目となるH.O.G.（ハーレー・オー
ナーズ・グループ）秋田チャプター
との合同街頭募金のほか、今年度は
秋田県種苗交換会が秋田市で開催
されたことから、その期間中も会場
の一角にて街頭募金を実施しまし
た。多くの方からご協力をいただき
ました。ありがとうございました。

街 頭 募 金

平成３０年
実施学校

◆秋田市立日新小学校　　◆秋田市立四ツ小屋小学校
◆秋田市立秋田西中学校
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（敬称略、順不同）◆ 表彰

◆ 感謝状

秋田市社会福祉大会平成
30年度 

̶ 広げよう 命を守る 地域の絆 ̶ 

平成25年度社会福祉功労者平成30年度社会福祉功労者

　本大会では、社会福祉功労者への表彰のほか、アトラ
クション、講演が行われました。
　また、「誰もが安心して暮らせるまちづくりをみんなの
手で」の実現に向けて、次の大会宣言が採択されました。

◎小地域での福祉活動の充実や安全・安心の確保、
　「我が事」・「丸ごと」の地域づくりの取り組み
◎地域包括ケアおよび地域共生社会の実現、災害に強い
　まちづくりに向けたたすけあいの仕組みづくりの推進
◎総合相談機能の強化など誰もが安心して暮らせる
　福祉のまちづくりの推進
◎誰もが社会の支え手として活躍できる取り組みの推進

仙北市出身

伊藤武子 ・ 細谷敏夫 ・ 髙橋キン

「０から１へ、逆境を乗り越え、いざ世界の舞台へ」

「広げよう 楽しく集う 絆の輪」

～平昌冬季パラリンピックを戦い終えて～

華やかな唄や踊りのステージ

ぴょんちゃん

みなとでんしょうきずなかい

岩手県立盛岡視覚支援学校 実習教諭
2018平昌冬季パラリンピック
クロスカントリースキー・バイアスロン日本代表

講 演

アトラクション

港伝承絆会

長年にわたり本会の事業推進に
多大な貢献をされた方

長年地区社会福祉協議会役員として社会福祉事業の推進に貢献しその功績顕著な方
長谷川榮一 ・ 那波紘一 ・ 佐藤義人 ・ 荒木明子 ・ 小野寺京子 ・ 本間京子 ・ 進藤征喜 ・ 榎勝子
佐々木政志 ・ 佐藤弘子 ・ 遠藤明子 ・ 菅原明 ・ 野﨑七三男 ・ 大島玉男 ・ 梁田詔一 ・ 伊藤均矢
大島昌良 ・ 黒崎廣子 ・ 越前良子 ・ 鷲頭哲夫 ・ 藤原誠 ・ 伊藤優子 ・ 藤田まさ子 ・ 山田昇

地区社会福祉協議会活動を通して地域福祉向上に長年尽力されその功績顕著な方
佐藤三男 ・ 岡田徳美 ・ 東海林ヒサ子 ・ 長谷部三夫 ・ 萬屋惠美子 ・ 佐藤良一 ・ 鎌田賢一

■ 平成30年１０月24日（水）  ■ 秋田市文化会館 大ホール 参加者650名

たかむら かずと

高村 和人 氏

　難病により中学で視力と視野が急低下し、得意のスポーツができなくなった。盲学
校に進学し、全盲の恩師と出会い、人生に希望の光が差した。根本的に自分で頑張る
意思がないと前には進まない。これまでたくさんの壁や苦しみがあったが、前を向い
てきたからこそ得られた幸福がある。
　今は、スポーツ選手として障がい者に夢や希望を与えたい。自分のやる姿を見せた
い。いくら疲れていても、1分でもやる。“0ではなくて1”を貫いてきた。今後も“0から1”
を意識し、次の世代に引き継ぐところまでやりたい。
　今もサポートは必要だが、助けられたら、何らかの形で返す。地域や社会でお互い
に刺激し合う関係性が非常に良いし、共生社会につながっていく。
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地域福祉活動合同研修会平成30年度 

◎ 平成30年7月6日（金）　◎ 秋田市文化会館 大ホール／参加者400名

　本研修会は、地域の福祉活動に果たす役割と実際の取り組み状況について学び、今後の地域福祉活
動の推進に役立てていただこうと秋田市社会福祉協議会が毎年開催しております。　
今回は「地域住民主体の福祉のまちづくり」をテーマとして、地域住民が役割を持ち、支え合いながら地域
のコミュニティをどう形成してゆけばよいのか、講演のほか地区からの取り組みを紹介していただきました。

事例発表 2事例発表 1

ご存知
ですか？

高齢者生活
支援体制整備事業
高齢者生活
支援体制整備事業
高齢者生活
支援体制整備事業

八戸学院大学
健康医療人間学科
准教授

吉田 守美 氏

　この事業は、介護を必要とする状態になったとしても、住み慣
れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることがで
きるように、地域住民、ボランティア、民間企業など様々な団体
が地域において高齢者を支えるための助け合い・支え合い活動
を行う体制づくりを推進するものです。
　つまり、交流（サロン・近所のお茶飲みなど）や見守りの他、電
球交換やゴミ出しといったちょっとしたことや除雪・移送などで
困っている人を同じ地域に暮らす方々で支え合う仕組みをつく
る…というものです。
　秋田市社会福祉協議会では平成13年度から、地域の高齢
者等の方々が楽しく気軽に誰でも参加できる交流の場として
「地域サロン事業」を推進しており、各地区社協において、現在
約190か所で地域サロンが開催されています。今後は、地域サ

ロン事業をはじめとする地区社協の様々な取り組みを高齢者生
活支援体制整備事業と連携を図りながら進めてまいります。
　その一例として、上北手地区社協では、月1回コミセンを会場
に「へばなぁ～サロン」を開催しています。毎回30名ほどの参加
があり、地域の方々の定期的な集いの場所となっています。11
月22日には上北手地区の元駐在で漢字教育サポーターである
目黒氏を講師にお迎えし、「漢字楽しみ隊」と称し漢字を使った
頭の体操を実施しました。間違いやすい漢字、この言葉が生ま
れた話、組み合わせてできた漢字などを学びました。
　秋田市内の各地区社
協においても、地域住民
が主体となって見守り活
動や地域サロン事業な
どを行っており、高齢者
がいつまでも住み慣れた
地域で暮らすことができ
るよう様々な支え合い活
動を行っています。 上北手地区「へばなぁ～サロン」

髙橋 久美子 氏

河辺地域包括支援センター社協
生活支援コーディネーター

　居場所づくりとして、個人宅でのサロンの開催、体操教室
の開催。地域資源の把握・創出として、地区別地域づくり勉強
会、町内サロンでの支え合いマップづくり等を開催してきた。
効果として、町内サロンの増加につながっている。今後も、私
たちコーディネーターと地域住民が一緒に考えチャレンジし
ていきたい。

河辺地域の生活支援体制
整備事業の取り組み
河辺地域の生活支援体制
整備事業の取り組み

長谷川 武司 氏
下北手地区社協 会長

　老人クラブ「豊生会」がはじめた交通安全教室や草刈り等
の地域サロンの取り組みが、着実に広がりつつある。地域サ
ロン強化事業が後押ししてくれたことも大きかった。こうした
「つながり」が地域福祉の核となることを期待している。

下北手地区における
地域サロンの歩み

市民が地域に福祉を創る

　「自分の住んでいる町で完結できる仕組みづくり」が求められる背
景には、地域のコミュニティ持続可能性の危機がある。コミュニティ
をいかに再生できるか。そして、地域は様々な問題を有している。ま
ずは地域を知ること。
　実現に向けてた3つのポイントとして、① 至れり尽くせり型から暮
らしはぐくみ型社会への切り替え。② 無縁(疎遠)社会から、高齢者、
障がい者、乳幼児を分け隔てなくみんなで一緒にサポートしていく創
縁社会への構築。最後にこれらの実現のためには、③ 地域住民に積
極的に役割を持ってもらう工夫が必要。「ご近所の底力を再認識し福
祉のまちづくりに役立てていただきたい」と呼びかけておりました。

～協働による福祉のまちづくりをめざして～
講
演
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教育支援資金
貸付のご案内

高校・大学等へ
進学予定の方・
在学中の方

秋田市社会福祉協議会では高校・
短大・大学等で必要な教育支援
資金の受付をしております。

【お問い合せ・お申込み】秋田市社会福祉協議会 生活福祉資金担当  TEL 838-6477

安心キット事業安心キット事業安心キット事業
救急医療情報キット事業

「もしも…」の時あなたの命を守ります。
安心キットは命のバトンです！

あらかじめ「かかりつけ医」や「持病」などの医療情報等を書いた紙（安心カード）
を専用の容器に入れ、冷蔵庫に保管しておくことで、自宅で具合が悪くなり救急
車を呼ぶなど「もしも・・・」のときに、その情報を救急医療に活かすものです。

安心キット
とは？

除 雪 に関するお問い合わせ

冷蔵庫に入れて保管する
のが難しい方は…
マグネットフックや紐など
を使い冷蔵庫の側面にぶ
らさげても大丈夫です。

安心キットはご利用を希望されるみなさんに“無料”
で配布しています。設置を希望される方は、お住ま
いの地域の地区社会福祉協議会または、地区担当
民生委員の方などへご相談ください。

◇借入申込者は進学されるご本人となりますので、
　連帯借受人（収入のある親権者）が１名必要です。
◇申請から貸付可否の決定まで、１ヶ月程度かかります。

❶合格（入学）証明書、在学中の場合は在学証明書 
　※受験票または願書でも事前に申込み可能です。
❷借入する金額がわかる書類等（学校に係る経費が記載されたもの）

◎低所得世帯（銀行、日本政策金融公庫等から借り入れが困難である方）
◎原則、奨学金制度（日本学生支援機構、秋田県育英会等）に
　該当しない方（該当しても申請できる場合があります）
　※母子・父子世帯は秋田市子ども総務課の
　　「母子父子寡婦福祉資金貸付」が優先となります。

申請の場合、次の
書類が必要です

申請について

対象となる世帯

自力で除雪できない　　市内に親子・兄弟などがいない　　業者への除雪依頼が経済的に困難である

◎ガスボンベ、ストーブの排気口が雪で覆われて危険な場合
◎積雪で窓ガラスが割れそうな場合　◎その他、降雪により危険な場合

※お申込みの際は、活動日前日の午前中まで（土日、祝日の場合はその前日まで）

用具をはじめ、除雪機や除雪機を
運搬する車両などボランティアを
行う方のために、さまざまな除雪
用品を用意しております。

秋田市ボランティアセンターでは、町内会で除雪活動を行う際に
加入するボランティア保険の掛金を
「１町内につき、年度内１回限り全額補助」します！

町内会での除雪ボランティア保険を補助除雪機・用具の貸出

秋田市社協除雪支援

スマホ、タブレットからも
内容を確認できます

【お問い合せ・お申込み】 
◎秋田市社会福祉協議会　　 / TEL 862-7445　 FAX 863-6068
◎秋田市ボランティアセンター / TEL 862-9774　 FAX 863-6068
Mail  / vc@akita-city-shakyo.jp

除雪ボランティアをお願いしたい方へ

除雪ボランティアに参加いただける方へ

高齢者のみの世帯、障がい者の方がいる世帯で、次の 　 ～  　のすべてに該当する方対　象

活動期間

次の場合に
派遣します

1

1 2 3

3

秋田市ボランティアセンターでは、個人、団体、企業で除雪活動に参加してくださる方を募集しています。

１２月下旬から3月上旬を予定 活動時間 １時間から２時間程度

持 ち 物 防寒具、手袋、長靴、着替え、飲み物、タオル
（スコップ等の道具は秋田市社会福祉協議会で用意しますが、使い慣れた道具をご持参いただいても構いません）

（移動時間を除く）※降雪・積雪状況、ボランティアの登録状況により     
　活動機会がない場合もありますのでご了承下さい。

安心キット
は

です！
無料
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秋田市社会福祉協議会団体会員（企業・法人）として、地域福祉を応援していただいているみなさまをご紹介いたします。

秋田市社会福祉協議会では「誰もが安心して暮らせるまちづくりをみん
なの手で」を基本方針として、市民のみなさまの福祉の充実のため活動
しております。つきましては、本会の活動や事業にご賛同いただける特別
会員・団体会員を募集しておりますので、何とぞご協力いただきたくお
願い申しあげます。なお、いただいた会費につきましては、地域福祉を推
進するための様々な活動に役立てさせていただきます。

株式会社かんきょう
秋田県石油商業協同組合
第一石炭株式会社
株式会社フロム・エー
秋田印刷製本株式会社
協和物産
株式会社河辺清掃社
有限会社秋田三京

株式会社くまがい印刷
清三屋商事株式会社
伊藤工業株式会社
有限会社工藤平版印刷
税理士法人MIRAI
株式会社日立超LSIシステムズ
株式会社ファイル・アキタ
秋田トンボ株式会社

株式会社高尾自動車整備工場
オートショップ神居
有限会社金圓
株式会社雄和振興公社
株式会社小田島アクティ
株式会社とみや秋田営業所
有限会社池田看板
有限会社県庁食堂

株式会社こすもす秋田
秋田管工事業協同組合
株式会社秋田ウィンドパワー研究所
有限会社デオックス
高橋正樹社会保険労務士事務所

企業・法人の団体会員 （敬称略、順不同）

市社協特別会員・団体会員を募集しています
会員の区分

特別会員

社会福祉事業
施設、団体

個人

企業・法人

1,000円

2,000円

10,000円
団体会員

会費（年額）
1口 

1口 

1口 

物品寄付

香典返し

香典返し

篤志寄付

篤志寄付

加藤雅子 ・ 村田雅彦 ・ 保坂崇

秋田市グラウンドゴルフ協会 ・ (宗)真如苑 ・ 瀾の会 ・ 秋田市曹洞宗協心会 ・ 秋田長生大学
東部ガス㈱秋田支社 ・ 秋田市PTA連合会 ・ 秋田建築労働組合主婦の会 ・ 東光寺

協和石油㈱ ・ 恵たまえ ・ 秋田北ロータリークラブ ・ あずさ愛  ・ (一財)秋田市体育協会 ・ 木村美恵子 ・ 安藤公雄 ・ 桜雅会 
中央地域づくり協議会  

※平成30年12月1日現在、29社よりご協力いた
だいております。なお、社名掲載についてはご
承認いただいた企業・法人のみを掲載させて
いただきました。

河辺地区民生児童委員協議会 ・ ㈱くまがい印刷
寺内小学区社会福祉協議会 ・ 石油資源開発㈱ 

(公財)秋田市総合振興公社 ・ 佐藤雄己 ・ 西村正人 ・ 岡田美帆 ・ 平川秀子
ラ・ナシカあきた ・ 東北電力労働組合秋田県本部 ・ 船木順子 ・ 高橋恵子
東北六県北海道計量協会連合会 ・ 柳町女性部 ・中村朋子 ・ 齋藤稔 
秋田市母子寡婦福祉連合会夢クラブ

地区へのまごころ〈 平成29年11月1日～平成30年10月31日 〉

市社協へのまごころ 〈 平成29年12月1日～平成30年11月30日 〉

【明徳地区】  安達竜彦 ・ 北埜尚武
【築山地区】  加藤俊悦 ・ 神田武 ・ 髙桑博
【寺内地区】  佐藤サト子
【新屋勝平地区】  安部サキ ・ 熊谷金次郎

【飯島地区】  優千さくら会 ・ 飯島松根健老会 ・ 長野若寿会
【四ツ小屋･御野場地区】  秋田市役所職員四ツ小屋会
【雄和地区】  嘉藤多吉郎 ・ 迷小路溝板 ・ 左手子たばこ改良団

【四ツ小屋･御野場地区】  伊藤英世
【上北手地区】  戸澤幸雄 ・ 浅利裕之 ・ 堅固山トキ子
　　　　　　  髙橋由美子 ・ 持主清一 ・ 鈴木一弘 ・ 嵯峨久一郎  
 　　　　　　 佐藤章 ・ 鎌田勲 ・ 鈴木ノブ ・ 熊谷修 ・ 浅利伸
【下新城地区】  阿部弘子 ・ 小坂周蔵
【金足地区】  佐藤鈴子
【雄和地区】  長谷川定治 ・ 佐藤勇悦 ・ 佐々木勝男 ・ 長谷部一夫
　　　　　  工藤光一 ・ 酒井慶一 ・ 金斉 ・ 安藤功毅 ・ 丸山春男  
　　　　　  鈴木淳 ・ 横田定和 ・ 鈴木絹子 ・ 藤原一男 ・ 伊藤和伸
　　　　　  工藤龍司 ・ 菅野ふみ子 ・ 佐藤悦紹 ・ 酒井和子
　　　　　  佐藤久一 ・ 齊藤博 ・ 伊藤章 ・ 石井健生 ・ 長谷部鉄己  
　　　　　  加藤勝紀 ・ 加藤龍男 ・ 佐々木正行 ・ 加藤満

（敬称略、順不同）

（敬称略、順不同）

【築山地区】  田中小夜子 ・ 七尾恵美子
【泉地区】  藤原貞子 ・ 柏木ヒサ
【茨島地区】  佐藤和子
【牛島地区】  金子弘子
【大住地区】  門間兼彦
【将軍野地区】  渡辺憲介
【新屋地区】  古川昭男 ・ 大門つぎ子
　　　　　  永井真紀子 ・ 齊藤武彦
【新屋勝平地区】  熊井昇子
【豊岩地区】  堀川淳一 ・ 安田和夫 ・ 堀川良広
【下浜地区】  細部貞廣 ・ 深井繁善 ・ 高橋憲治
  　　　　　渡邉きぬ子 ・ 伊藤嘉良子 ・ 遠藤幸七
【飯島地区】  福田宏子 ・ 保坂崇

皆さまのご寄付は、貸出用車いすの
購入やこの度の災害支援、地区の
地域福祉活動へ役立てることが

できました。ありがとうございました。



※この社協だよりのカラーと字体は、ユニバーサルデザインを採用しています。
◎編集と発行／社会福祉法人秋田市社会福祉協議会
◎ホームページ http://www.akita-city-shakyo.jp/

すべての社会福祉法人は、地域の公益的な取り組みを行うことになりました。
秋田市社会福祉協議会では、地域公益取組メニューを提案し、市内の社会福
祉法人の取り組みを支援することにより、地域の福祉力の強化を図りながら、
地域の課題解決に取り組んでいます。
詳細は本会ホームページでご確認ください→

主な取り組み内容（メニュー） 取り組む社会福祉法人

相談所・講座等への専門職の派遣
地区社協、地区民児協、町内会、地域サロンなどに福祉の
専門職を派遣します。

施設内での居場所の提供
地区社協、地区民児協、町内会が各種サロン等を実施する
ための一室を提供します。職員が参加者への健康チェック
や福祉相談にも応じます。

就労・社会復帰のための作業体験
高齢者、障害者、ひきこもりの方などが作業体験のため
授産施設等で一時的に受け入れして自立支援を行います。

ボランティア・福祉職希望者 体験プログラム
ボランティアを希望する方や福祉職をめざしたい人の体験
プログラムを作成して、ボランティアや福祉職希望者の
受け入れと育成を図ります。

施設の見学・施設での講習
地区社協、地区民児協、町内会などが福祉施設を見学したい、
または介護のことを教えてほしいという要望に対して、
受け入れを行います。

・ゆたか会（ドリームカンパニーあゆみ／仁井田）
・緑光福祉会（就労継続支援B型緑光苑／下北手）
・秋田中央福祉会（ケアプラザあきた中央／外旭川）
・松寿会（松寿会養護老人ホーム松寿園、松寿会（盲）養護老人ホーム
  松峰園、松寿会特別養護老人ホーム松涛園、松寿会デイサービス
  センター／浜田）（松寿会軽費老人ホームだいせん／新屋）
・新秋会（特別養護老人ホームひなた／土崎）

・秋田育明会（竹生寮／柳田）
・秋田中央福祉会（ケアプラザあきた中央／外旭川）
・松寿会（浜田）

・ゆたか会（ドリームカンパニーあゆみ／仁井田）
・緑光福祉会（就労継続支援B型緑光苑／下北手）

・秋田中央福祉会（ケアプラザあきた中央／外旭川）
・新秋会（特別養護老人ホームひなた／土崎）

・ゆたか会 ・秋田育明会
・秋田中央福祉会 ・松寿会
・新秋会

認知症の人への対応の心得認知症の人への対応の心得

〒010-0976
秋田市八橋南一丁目 8-2

TEL.862-7445 FAX.863-6068
〒010-1223

秋田市雄和妙法字上大部 77-1

TEL.886-5071 FAX.886-5077
〒019-2625

秋田市河辺北野田高屋字上前田表 66-1

TEL.881-1205 FAX.882-3467

秋田市
社会福祉協議会
案 内 図

雄和事務所
案 内 図
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平成30年11月30日現在

●相手に目線を合わせてやさしい対応で●相手に目線を合わせてやさしい対応で
身体を低くして目線を同じ高さにしましょう。

驚かせない 急がせない 自尊心を傷つけない

●まずは見守る
ジロジロ見たりせず、
さりげなく様子を見守ります。

●後ろから声をかけない
相手の視野に入ったところで
声をかけます。

●余裕をもって対応する
自然な笑顔で応じましょう。

●おだやかに、はっきりした口調で●おだやかに、はっきりした口調で
早口でまくしたてないようにしましょう。

●声をかけるときは１人で●声をかけるときは１人で
複数で取り囲むと恐怖心を
あおりやすいのです。

●相手の言葉に
　耳を傾けて
　ゆっくり対応する

●まずは見守る

●後ろから声をかけない

●余裕をもって対応する

●相手の言葉に
　耳を傾けて
　ゆっくり対応する
せかさないようにしましょう。

地域福祉おむすびネット
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